
 

 滝田松男議員（委員）は、予算審査の総括質疑

（２日目）で、スクール（中学校）バスの運行業務委

託について、大船渡商工会議所からも要望書が提

出されているとおり、新型コロナの影響で、経営が

大変な状況にあり、地元への発注を増やしていくべ

きではないか、と質問しました。 

 市当局は、スクールバスの現状について、令和３

年度は、１４ルート、所有台数は東朋中学校の新規

４台を加えて１３台で、市内を２分割して委託する。

１月に見積もりを徴した結果、管理運行委託は市

内、市外各１社、管理委託は市内１社になる。今後

は、入札の公平性の観点も踏まえ、業務を実行し

ながら市内業者への発注について検討を深めてい

きたい、と答弁しました。 

 山本和義議員（委員）は、予算審査の総括質疑（２日目）で、前議長が２月に議員辞職したことに関連して、

市発注先の会社の体制・議員の兼業禁止のチェックがどうなっているか、追及しました。 

 ㈱地域活性化総合研究所は、マリアージュ、テレワーク、ギークハウスな

どの業務を行っているが、この会社に関連する予算の総額はどのく

らいか、と質問した山本議員に対し、市当局は、令和２年度分として、

7,763 万 6,483 円で８本分になる、と答弁しました。 

 山本和義議員（委員）は、やはり地活研は、市から委託された仕

事が大半の会社であり、法令上の問題が無いか、特に運営体制、

取締役を含めた事前のチェックが必要だと思う。この会社は２０１５

年頃からやっていて、大分年数が経っているが、その間取締役の

チェックも十分されていないということは、かなり大きな問題だと指摘

し、新年度予算執行の中では、しっかりとしたチェック体制を築いて

いくべきと述べ、答弁を求めました。 

 市当局は、委託事業に係る業者選定の審査対象は、市税の納付

状況、雇用保険の加入状況、暴力団との関係状況などモラルの部

分について審査している。法律で定められていることは、当然に遵

守されているものという前提で業者選定をしているので、今後取締

役の部分まで審査するかどうか考えていない、と答弁しました。 

 山本和義議員（委員）は、そんな答弁では納得しない。そういう同様な問題が今後起きないように

していくというのが本来あるべき姿ではないか、などと述べましたが、当局も基本的に答弁を変えず、

質疑応答の応酬になりました。 

 山本和義議員（委員）は最後に、地活研の取締役は、ホームページに出ていて公表されて誰もが

知りえる状況にあり、簡単にわかることなので、チェックしてきちんと対応するなど、同じような問題が起きない

ようにしていくべきだと、と重ねて質問・追及しました。 

 市当局は、山本委員のご指摘は承知したので、今後検討するなどと、

やっと答弁しました。 

大船渡市議会今年第１回定例会 議会報告④ 

 ３月１０日の「予算審査特別委員会」での「総括質疑」について、前々号に引き続き、お知らせします。 
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大船渡第一中学校の下校時のスクールバス 

議員の兼職禁止！ 
 地方自治法 第９２条の２の条文は、「普通地方公共団体の議

会の議員は、当該普通地方公共団体に対し請負をする者及び

その支配人又は主として同一の行為をする法人の無限責任社

員、取締役、執行役若しくは監査役若しくはこれらに準ずべき

者、支配人及び精算人たることができない。」となっています。 

 公職選挙法 第１０４条では、請負等をやめない場合、当選の

告知を受けた日から５日以内に関係を有しなくなった旨の届出

をしないときは、その当選を失う。とされています。 

市議会臨時会が５月１０日開かれ、市長・副市長の給料を６月分に限り１０％引き下げるという当局提

案議案に対し、刑事告発されていることも考慮され、日本共産党の山本和義議員をはじめ６名が批判的

な質疑を行い、採決の結果、日本共産党大船渡市議団含め反対多数で否決されました（次号以降で詳報）。 


